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適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

^

一
方
の
締
約
国
内
で
就
労
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。（
第

六
条
関
係
）

_

一
方
の
締
約
国
の
制
度
に
加
入
す
る
被
用
者
及
び

自
営
業
者
が
他
方
の
締
約
国
に
五
年
を
超
え
な
い
と

見
込
ま
れ
る
期
間
派
遣
さ
れ
、
又
は
就
労
す
る
場
合

に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す

る
。
そ
の
派
遣
又
は
自
営
活
動
が
五
年
を
超
え
て
継

続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当

局
等
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
引
き

続
き
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
当
該
派
遣
又
は
自
営
活
動
の
延
長
期
間
が
五

年
を
経
過
し
た
後
一
年
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
当

該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
は
、
他
方

の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
に
よ
る
事
前
の
同

意
を
得
な
い
で
、
当
該
被
用
者
に
対
し
て
当
該
一
方

の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
引
き
続
き
適
用
す
る
こ
と

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
七
条
関
係
）

`

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
は
、
第
六
条
か

ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
つ

い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

３

給
付
に
関
す
る
規
定

^

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
実
施
機
関
は
、

日
本
国
の
法
令
に
よ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
確
立

す
る
た
め
、
ス
イ
ス
の
法
令
に
よ
る
保
険
期
間
を
考

慮
す
る
こ
と
等
、
日
本
側
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別

の
事
項
を
定
め
る
。（
第
一
三
条
〜
第
一
五
条
関
係
）

_

ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
の
実
施
機
関
は
、

ス
イ
ス
の
障
害
保
険
に
よ
る
通
常
年
金
の
給
付
を
受

け
る
権
利
の
取
得
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
者
に
つ
い

て
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
る
保
険
期
間
を
考
慮
す
る

こ
と
等
、
ス
イ
ス
側
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
の
事

項
を
定
め
る
。（
第
一
六
条
〜
第
一
九
条
関
係
）

４

雑
則

^

一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
か
ら
他
方

の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
に
伝
達
さ
れ
た
個

人
情
報
は
、
協
定
を
実
施
す
る
目
的
の
た
め
に
、
か

つ
、
受
領
国
の
法
令
等
に
従
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。（
第
二
三
条
関
係
）

_

協
定
の
解
釈
等
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
は
、
両

締
約
国
間
の
協
議
に
よ
り
解
決
す
る
。（
第
二
六
条
関

係
）

`

協
定
は
、
効
力
発
生
前
に
給
付
を
受
け
る
権
利
を

確
立
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
協
定
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
協
定
の
効
力
発
生
前
の
保
険
期
間
等
に

つ
い
て
も
考
慮
す
る
。
協
定
の
効
力
発
生
前
か
ら
一

方
の
締
約
国
で
就
労
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
派
遣
及
び
自
営
活
動
の
期
間
は
、
協
定
の
効
力
発

生
の
日
に
開
始
し
た
も
の
と
み
な
す
。
協
定
の
効
力

発
生
前
に
行
わ
れ
た
決
定
は
、
協
定
に
よ
り
確
立
さ

れ
る
い
か
な
る
権
利
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
。（
第
二
八
条
関
係
）

a

協
定
は
、
両
締
約
国
が
、
効
力
発
生
に
必
要
な
そ

れ
ぞ
れ
の
憲
法
上
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
旨
を
相
互

に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た
月
の
後
三

箇
月
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
い
ず
れ
の

締
約
国
も
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
他
方
の
締
約

国
に
対
し
書
面
に
よ
り
協
定
の
終
了
の
通
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
協
定
は
、
終
了
の
通
告
が
行
わ
れ
た

月
の
後
一
二
箇
月
目
の
月
の
末
日
ま
で
効
力
を
有
す

る
。（
第
二
九
条
及
び
第
三
〇
条
関
係
）
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◇
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政

令
第
三
九
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
三
年
法
律
第
一
二
六
号
）

の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
と
す
る
こ
と

と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に

関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
政
令
第
三
九
九
号
）（
厚

生
労
働
省
）

１

特
定
無
症
候
性
持
続
感
染
者
に
係
る
定
期
検
査
費
の

額
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
定
期
検
査
に
要
す
る
費
用
か

ら
控
除
す
る
給
付
の
根
拠
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

^

健
康
保
険
法

_

船
員
保
険
法

`

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
他
の
法
律
に
お
い
て

準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）

a

国
民
健
康
保
険
法

b

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

c

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

２

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
が
定
期
検
査
費
及
び

母
子
感
染
防
止
医
療
費
の
支
払
額
を
決
定
す
る
に
当

た
っ
て
、
意
見
を
聴
く
審
査
機
関
は
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
支
払
基
金
法
に
定
め
る
特
別
審
査
委
員
会
、
国
民

健
康
保
険
法
第
四
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
法
人
に
設
置
さ
れ
る
診
療
報
酬
の
審

査
に
関
す
る
組
織
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関

係
）

３

政
府
が
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
交
付
す
る

資
金
は
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等

の
支
給
の
請
求
の
状
況
及
び
そ
の
見
込
み
を
勘
案
し

て
、
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

そ
の
他
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関

係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
二
条
〜
第
五
条
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
特
定
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
）
か

ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の

協
定
（
条
約
第
一
七
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
で
年
金
制
度

及
び
医
療
保
険
制
度
の
適
用
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
両

国
で
の
保
険
期
間
の
通
算
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け

る
年
金
の
受
給
権
を
確
立
し
、
も
っ
て
両
国
間
の
人
的
交

流
・
経
済
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
内
容
の
大
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

総
則

^

協
定
の
対
象
は
、
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
年
金
制

度
に
関
し
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
国
家
公

務
員
共
済
年
金
、
地
方
公
務
員
等
共
済
年
金
及
び
私

立
学
校
教
職
員
共
済
年
金
と
し
、
医
療
保
険
制
度
に

関
し
、
健
康
保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
国
民
健
康
保

険
法
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
地
方
公
務
員
等

共
済
組
合
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
及
び
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
制
度
と
し
、
ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
、
老
齢
保
険
及

び
遺
族
保
険
に
関
す
る
連
邦
法
、
障
害
保
険
に
関
す

る
連
邦
法
及
び
疾
病
保
険
に
関
す
る
連
邦
法
と
す

る
。（
第
二
条
関
係
）

_

協
定
は
、
日
本
国
民
又
は
日
本
国
の
出
入
国
管
理

に
関
す
る
法
令
に
基
づ
き
日
本
国
の
領
域
内
に
お
け

る
永
住
を
適
法
に
認
め
て
い
る
者
並
び
に
こ
れ
ら
の

家
族
及
び
遺
族
、
ス
イ
ス
国
民
並
び
に
そ
の
家
族
及

び
遺
族
等
に
適
用
す
る
。
日
本
国
の
法
令
の
適
用
に

当
た
っ
て
は
、
ス
イ
ス
国
民
等
は
日
本
国
民
と
同
等

の
待
遇
を
受
け
る
。
ま
た
、
ス
イ
ス
の
法
令
の
適
用

に
当
た
っ
て
は
、
日
本
国
民
等
は
ス
イ
ス
国
民
と
同

等
の
待
遇
を
受
け
る
。（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）
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